
 

「放射性物質事故等対応資機材に関する検討会 報告書」（概要） 

 

【報告書の概要】 

○現在供給されている対応資機材は、従来品と比較して消防活動がより安全かつ効果的・

効率的に行えるよう改良されている 

Ⅰ 防護資機材（防護服・呼吸保護具） 

従来製品と比較すると軽量で機動性が向上していることから、身体的負担の軽減や機

動性や作業効率の向上が期待できること 等 

Ⅱ 放射線測定器（個人警報線量計・空間線量率計・表面汚染検査計）  

無線通信機能や位置情報測位機能（GPS）付きの線量計の活用により、現場指揮本部

において活動隊員の位置や積算線量及び空間線量などをリアルタイムで一元管理する

ことが可能となること 等 

Ⅲ その他（遠隔探査装置・放射線可視化装置等） 

マルチコプターに放射線測定器を搭載して飛行することにより広範囲のモニタリングが

遠隔で可能となること 等 

○消防の現場ニーズ等を反映した対応資機材の方向性 

Ⅰ 防護資機材（防護服・呼吸保護具） 

更なる軽量化及び機動性の向上を図るための新素材の開発等が進められることや、よ

り多くの物質に対応可能な吸収缶等の開発が望まれること 等 

Ⅱ 放射線測定器（個人警報線量計・空間線量率計・表面汚染検査計）  

無線通信機能や位置情報測位機能（GPS）は、通信の安定性が重要であり、安定的な

通信の確保のための技術開発が望まれること、多機能化を図りつつ重量や操作性が活

動隊員の負担に配慮した機器の開発が望まれること 等 

Ⅲ その他（遠隔探査装置・放射線可視化装置等） 

    マルチコプターの飛行時間の向上のためのバッテリーの性能向上、電波干渉の回避、

安全性の向上等が図られること 等 

 

 

別添１ 

○ 過酷な消防活動の現場では、消防隊員の安全確保という基本的なニーズに加えて、更なる身体

的負担の軽減、機動性や操作性の向上に係る潜在的なニーズが常にあることから、メーカーや研

究機関により、これらのニーズを反映させるような継続的な開発が行われることが望まれる。 

○ 消防として活用する可能性のある資機材の情報について、技術動向を踏まえつつ、継続的に収

集・整理していくとともに、現場のニーズをメーカーや研究機関を含む関係者で共有していくことが

重要。 


